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学びを支えるのは自信の成長
― 興味を育む自己効力感 ―

期待される活用シーン

研究シーズの紹介

授業の有用性の提示だけでな
く、自己効力感を育む活動を取
り入れることで、継続的な取り
組みを促進できる。

●学生が授業内容の価値を認
識しても、実際の継続的な取
り組みが低い。
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本研究は、大学生の自己効力感の変化が英語学習への
興味、知識、授業出席率などにどう影響するかを調査した研
究です。学生390名を対象に、自己効力感の初期レベルと成
長率が短期的興味（3週間）、中期的興味（16週間）、長期
的興味（47週間）、授業出席率、および標準テスト結果に与

える影響を分析しました。
また、本研究では構造方程式モデリング（SEM）を用いた
潜在成長モデリングにより、自己効力感の変化パターンと結
果変数との関連性を明らかにしています。性別などの共変量
も考慮しています。

自己効力感の成長と
長期的学習効果の
関連分析

●自己効力感の成長が長期的な学習興味の維持に最も重要な要因であるこ
とが判明。
●学生の出席率と知識獲得における自己効力感の役割を特定。
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●学生の学習意欲が学期後
半や次年度に続かないことが
課題。

自己効力感の変化に着目する
ことで、学生の興味を長期的
に維持・向上できる授業設計
が可能になる。

もっと詳しく知りたい方は、以下の論文をご覧ください：
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